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ドローンも活用、災害訓練映像を200カ所へリアルタイム配信 

緊急援助隊訓練で神奈川県が高画質映像伝送システムを導入、検証にも活用 

 

インフォコム株式会社（東京都渋谷区）が提供する、救急車や災害・救急現場から映像をリアルタイムで

伝送しデータをアーカイブするシステム「V-Station（ブイステーション）」が、11 月 30 日（金）・12 月

１日（土）に神奈川県内で実施される平成30 年度緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練に導入されること

が決まりました。 

訓練では、「V-Station」を活用し県内各地での活動状況を神奈川県庁に設置される災害対策本部をはじめ、

関連の200 カ所へリアルタイム配信します。 

 

【「V-Station」の訓練での活用目的】 

ウェアラブルカメラやドローンなどで撮影する県内８カ所での緊急援助隊の活動状況を、災害対策本部

や消防署、訓練の関係者など200 カ所にリアルタイム中継します。災害対策本部などの関係者は、離れた

場所の活動現場の状況を同時に確認できるため、被災状況を確認したうえで速やかに出動命令や救助要請

などの判断を行うことが可能となります。 

撮影した映像をアーカイブし、後日、訓練の検証や職員への教育などを目的とした動画コンテンツとして

ご活用いただきます。 

 

 （活用イメージ） 

 

http://www.infocom.co.jp/
http://www.pref.kanagawa.jp/docs/kd8/cnt/f100188/f100188.html
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【訓練で導入されるシステムの概要】 

 ■災害・救急医療向け映像伝送・アーカイブシステム「V-Station」 

救急車などの車両や災害・救急現場から、患者の容態や生体情報モニターなどの映像や現場の状況を、

狭帯域の通信回線を利用して災害・救急本部や救急病院などの医療機関にリアルタイムに伝送すると

ともに、アーカイブできるシステムです。独自の技術で大幅にデータを圧縮し、回線が込み合う災害時

でも鮮明な画質の映像を複数の場所へリアルタイム配信することが可能です。 

さらに独自の映像圧縮技術で、手術などの医療映像を高画質で収録・データベース管理・コンテンツ

編集し、後日、映像を検証や教育に活用することができます。 

当社ではこれまで、映像伝送システム「V-FAST」と映像アーカイブシステム「V-Station」をそれぞ

れ別のシステムとして販売してまいりましたが、このたび２つの機能を融合し、新バージョンの「V-

Station」として提供してまいります。今回は、新V-Station の初の導入事例となります。 

 

【今後の展開】 

当社は高画質映像伝送・アーカイブシステム「V-Station」の提供により、IT と映像活用の側面から、災

害や救急の現場から病院搬送、治療まで途切れることなく包括的に支援してまいります。 

 

【平成30 年度緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練について】 

  都心南部を震源とするマグニチュード 7.3 の地震が発生したことを想定した訓練で、関東ブロッ

ク内1 都8 県（茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、山梨県、長野県及び静岡県）の緊急

消防援助隊登録部隊が参加し、11 月30 日（金）・12 月１日（土）神奈川県内で実施されます。 

 

以上 

 

＜報道関係のお問い合わせ＞   

インフォコム株式会社 広報・ＩＲ室 03-6866-3160 pr@infocom.co.jp 

＜事業に関するお問い合わせ＞ 

インフォコム株式会社 ヘルスケア事業本部 病院情報システム部医療映像グループ  

03-6866-3780 hismrt@infocom.co.jp 

http://www.pref.kanagawa.jp/docs/kd8/cnt/f100188/f100188.html
mailto:hismrt@infocom.co.jp

